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� 広報しんおんせん（4月号）

広　報

しんおんせん

　９月１５日（土）久谷八幡神社の例祭が行われ、県の重要無形民俗文化財に指定されて
いる「ざんざか踊り」が奉納されました。
　ざんざか踊りは、室町時代から伝わったとされ、現在では地元住民で組織する保存会が
伝統行事を引き継いでいます。そして、地元の中学生、高校生８人が「ざんざかざっとう」
の掛け声に合わせて腰太鼓を打ち鳴らしながら、五穀豊穣と家内安全を祈願しました。
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10 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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―

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ―

　

夢
が
広
が
る
「
夢
ネ
ッ
ト
」

　

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
夢
ネ
ッ
ト
は
、
平
成
17
年
４
月
に
開
局
し
温
泉
地
域

で
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
２
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
放
送
・
ケ
ー
ブ
ル
電
話
・

告
知
放
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
実
施
し
、
情
報
化
社
会
の
中
で
生

活
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
情
報
通
信
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
現
在
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
温
泉
地
域
）
の
加
入
状
況
と
利
用
状
況
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

温
泉
地
域
で
放
送
さ
れ
た
自
主
放
送
番
組
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

基本加入状況・利用料など（平成 19 年９月末現在）
※利用料金は、現在の利用料金で浜坂地域延伸後の料
　金ではありません
●対象戸数 2333 戸
　（一般・空家・集合住宅・事業所・旅館・公共施設）
●加入者数 2246 戸
●加入率（96.3％）
　加入金 74000 円・利用料 1200 円 / 月
●有料放送など
　インターネット 490 件（2800 円 / 月）
　ＣＳ 10 波　368 件（1000 円 / 月）
　衛星劇場　8 件（1800 円 / 月）
　ＷＯＷＯＷ　13 件（2000 円 / 月）
　グリーンチャンネル　3 件（1200 円 / 月）
●宅内機器（増設分）
　電話機　24 件（100 円 / 月）
　ホームターミナル　146 件（300 円 / 月）
　告知放送受信機　15 件（900 円 / 月）
　ＦＡＸ　0 件（600 円 / 月）
※電話機・ホームターミナル・告知放送受信機は、１
　台ずつ無償貸与しています

時 分 放送内容
6 00 コミュニティ番組
7 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 農業情報番組（アグリネッ

ト）まちむらＮＯＷ
有料放送見どころガイド
　※金、土、日のみ

8 00 コミュニティ番組
9 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 サイエンスチャンネル

10 00 コミュニティ番組
11 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 有料放送見どころガイド

12 00 コミュニティ番組
13 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 サイエンスチャンネル

14 00 コミュニティ番組
15 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 有料放送見どころガイド

16 00 コミュニティ番組
17 00 農業情報番組

（アグリネット）
夢ネット情報ＢＯＸ
お茶の間掲示板
サイエンスチャンネル
コミュニティ番組
　※金、土、日のみ

15
30

18 00

５チャンネル自主放送番組表（放送時間）
時 分 放送内容
19 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 有料放送見どころガイド

（火曜は “ 週刊ひょうご夢情報 ”）
20 00 コミュニティ番組
21 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 サイエンスチャンネル

22 00 コミュニティ番組
23 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 有料放送見どころガイド

0 00 コミュニティ番組
1 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 サイエンスチャンネル

2 00 コミュニティ番組
3 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 有料放送見どころガイド

4 00 コミュニティ番組
5 00 夢ネット情報ＢＯＸ

15 音声文字放送「お茶の間掲示板」
30 サイエンスチャンネル

（注）番組内容は予告なしに変更する場合があり
ます。ご了承ください。

インターネット
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◆テレビ自主放送

ケーブルテレビの自主放送は、５チャンネルのコ
ミュニティ放送と１１チャンネルの文字放送を毎
月１日、１１日、２１日に更新しています。5 チャ
ンネルでは、毎日２時間おきに地域イベントや学
校行事などのコミュニティ番組を放送しているほ
か、行政情報番組「情報ＢＯＸ」・音声文字放送「お
茶の間掲示板」を放送しています。身近な話題を
テレビで見ることができることから、毎回の番組
更新を楽しみにしていただいています。

◆リクエスト放送

ケーブルテレビでは、ケーブル電話機を使って自
主放送番組をいつでもリクエストしてご覧いただ
くサービスをしています。一ヶ月に平均で約 650
回ものリクエストをいただいています。

◆インターネットサービス

温泉地域では、どこの集落でもケーブルテレビの
インターネットによって高速通信が可能となりま
した。開局当初は、313 件だった加入者も現在で
は 490 件に増加しています。まさにインターネッ
トによって様々な情報を世界的規模でやり取りが
可能となり、これからの情報化社会に対応した情
報通信基盤として利用されています。また、夢ネッ
トのホームページでは、農業情報（栽培技術や病
害虫、有害鳥獣など）をＪＡたじまと新温泉農業
改良普及センターなどの協力を得ながら提供して
います。随時更新し、農業の生産性の向上に努め
ています。

◆ケーブル電話

加入者間で無料通話ができるケーブル電話機は、
高齢者の方でも簡単に利用することが出来ます。
行事の連絡や約束事の確認などに大変よく利用い
ただいており、一ヶ月に約４５０００回の利用が
あります。

◆告知放送

告知放送受信機は、町からの緊急放送や行政放送
はもちろんですが、集落放送として利用すること
もできます。消防や役場からの放送だけでなく、
各地区の区長さんや農会長さんが自宅のケーブル
電話機を利用して放送をすることができます。ま
た、朝・昼・晩の時報が音楽として流れています。
告知放送は、一ヶ月に約３００回（時報含む）の
放送が流れています。

◆ラジオ・テレビ再送信

ケーブルテレビでは、ラジオ放送をＦＭ波（ＦＭ
３局、ＡＭ３局）で再送信しています。また、テ
レビ放送は、地上波はもちろん、ＢＳ・ＣＳなど
の衛星放送（一部有料）を見ることができます。
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3 月

2244

447

18 年 
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ケーブルテレビ事業

600
（件）

500

400

300

200

2400
（件）

2000

1600

1200

夢ネット加入者数とインターネット利用者数の推移
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５
つ
の
柱
に
基
づ
く 

　
　
　

放
送
番
組
基
準

　

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
夢
ネ
ッ

ト
の
基
本
方
針
は
、
地
域
住
民
に
密
着

し
た
公
共
施
設
と
し
て
、
何
人
に
も
干

渉
さ
れ
ず
、不
偏
不
党
の
立
場
を
守
り
、

放
送
に
よ
る
言
論
と
表
現
の
自
由
を
確

保
し
、
豊
か
で
よ
り
良
い
放
送
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る

産
業
・
経
済
の
振
興
、
福
祉
の
増
進
、

教
育
・
生
活
文
化
の
向
上
に
最
善
を
尽

く
す
こ
と
で
す
。

　

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
新
温
泉

町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
放
送
に

お
い
て
、

 
１　

基
本
的
人
権
を
尊
重
し
、
民
主

主
義
の
徹
底
を
図
る
。

 

２　

教
育
、
教
養
、
道
徳
の
進
展
を

図
る
。

 

3　

過
去
の
優
れ
た
文
化
の
保
存
と

新
し
い
文
化
の
育
成
、
普
及
に
貢
献

す
る
。

 

4　

的
確
・
正
確
・
迅
速
な
情
報
提

供
に
努
め
る
。

 

5　

公
共
の
放
送
と
し
て
、
権
威
と

品
位
を
保
ち
、
地
域
住
民
の
信
頼
と

要
望
に
こ
た
え
る
。

以
上
を
原
則
と
し
て
、
放
送
番
組
基
準

の
詳
細
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
自
主
放
送
で
、
町
の
出
来
事
や
話

題
を
映
像
で
町
民
の
皆
さ
ん
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も

地
域
の
出
来
事
や
話
題
な
ど
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
収
め
て
提
供
い
た
だ
く
「
夢

ネ
ッ
ト
応
援
隊
」
の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

身
近
な
話
題
満
載
の 

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
自
主
放
送

　

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
夢
ネ
ッ
ト
は
、「
海
・
山
・
温
泉　

人
が
輝
く　

夢

と
温
も
り
の
郷
」
の
実
現
を
目
指
し
、都
市
と
農
村
の
情
報
通
信
基
盤
の
格
差
是
正
、

ま
た
少
子
高
齢
化
対
応
、
行
政
情
報
の
公
開
、
農
業
情
報
や
災
害
情
報
の
提
供
、
さ

ら
に
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
実
現
な
ど
、
情
報
通
信
基
盤
の
充
実
に
よ
る
高
度
情

報
化
社
会
に
適
応
し
た
、
明
る
く
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
運
営
面
で
は
、
新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
番
組
基
準
を
定
め

て
い
る
ほ
か
、
各
種
団
体
や
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
放
送
番
組
審
議
会
や
施
設
運
営

協
議
会
で
、
施
設
の
運
営
や
番
組
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
ほ
か
、
番
組
制
作
に
当

た
っ
て
は
関
係
者
会
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

※
撮
影
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
事
前

に
協
議
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
先　

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
０
８
０

　
　

  （
０
７
９
６
）
99
‐
２
０
８
１

　

ｅ
メ
ー
ル  shinonsen@yum

enet.tv

　
「
夢
ネ
ッ
ト
応
援
隊
」
の
隊
員
に

な
る
と
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
貸
し

出
す
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
使
っ
て
身
近

な
出
来
事
や
話
題
を
撮
影
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
撮
影
い
た

だ
い
た
映
像
は
、
夢
ネ
ッ
ト
で
編
集

し
て
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
温
泉
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
応
援
隊
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
あ
な

た
も
ぜ
ひ
夢
ネ
ッ
ト
応
援
隊
と
し
て

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

住民が主役「夢ネット応援隊」　隊員募集！

ビデオカメラ（貸し出し用）

FAX
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　　番　　　　組　　　　名 放送日 番号
　ニューストピックス 9 月 　10/1 　1800
　春来校区秋季大運動会 　10/11 　1810
　熊谷小学校・校区秋季大運動会 　10/11 　1820
　第 13 回但馬 “ 牛まつり ” 　10/21 　1840
　ニューストピックス 10 月 　11/1 　1850
　高齢者大学　学園祭 　11/11 　1860
　ゆめっこランドうんどうかい 　11/11 　1870
　Spa ！ Dream 音楽祭 　　- 　1930
　第 2 回新温泉町文化祭 　11/21 　1890
　第 4 回　ハートビートカップ 　11/21 　1900
　ニューストピックス 11 月 　12/1 　1910
　' ０６ 夢が丘中学校文化祭 　12/11 　1920
　奥八田小学校学習発表会 　12/21 　1950
　' ０６ 夢が丘中学校文化祭（１年生発表） 　　- 　1960
　' ０６ 夢が丘中学校文化祭（２年生発表） 　　- 　1970
　' ０６ 夢が丘中学校文化祭（３年生発表） 　　- 　1980
　もみじコンサート 　1/11 　1990
　ニューストピックス 12 月 　12/21 　1940
　平成 19 年　新温泉町成人式 　1/21 　2000
　ニューストピックス 1 月 　2/1 　2010
　第 12 回雪像コンテスト 　2/11 　2020
　節分行事あれこれ 　2/11 　2030
　ゆむら灯火の景 　2/21 　2040
　バレーボール教室 　2/21 　2050
　ニューストピックス 2 月 　3/1 　2060
　平成 19 年度 当初予算概要 　3/11 　2070
　平成 18 年度 夢が丘中学校卒業証書授与式 　3/21 　2080
　ニューストピックス 3 月 　4/1 　2090
　ゆむら夜桜まつり 　4/11 　2100
　平成 19 年度 春来小学校入学式 　4/21 　2110
　平成 19 年度 夢が丘中学校入学式 　4/21 　2120
　ニューストピックス 4 月 　5/1 　2130
　古代船、但馬に現る！ 　5/11 　2140
　温泉小学校新校舎完成 　5/21 　2150
　海上芝桜フェスティバル 　5/21 　2160
　ニューストピックス 5 月 　6/1 　2210
　2007 トライやる・ウィーク 　6/11 　2220
　第 8 回  全日本かくれんぼ大会 　6/21 　2230
　元気まめまめ体操　まめ（１） - 　2170
　元気まめまめ体操　まめ（２） - 　2180
　元気まめまめ体操　まめ（３） - 　2190
　元気まめまめ体操　全編 - 　2200
　ニューストピックス 6 月 　7/1 　2240
　夢と温もりの郷　新温泉町　春・夏 　7/11 　2250
　指定文化財　～麒麟獅子舞を追う～ 　7/21 　2260
　ニューストピックス 7 月 　8/1 　2270
　第 10 回いきいき浜坂商店街納涼祭 　8/11 　2280
　まちを照らす幻想的な光 　8/21 　2290
　ニューストピックス 8 月 　9/1 　2300
　すこやかクラブ連合会温泉支部福祉大会 　9/11 　2310
　夢が丘中学校秋季大運動会 　9/21 　2320

　番　　　　組　　　　名 放送日 番号
温泉総合支所建設工事 　10/1 　9030
浜坂病院ペインクリニック 　10/11 　9040
新温泉町発足 1 周年（町長） 　10/21 　9050
下水道接続のお願い 　11/1 　9060
悪質商法に気をつけよう！ 　11/1 　9070
住宅用火災警報器の設置について 　11/21 　9080
温泉小学校サンタプロジェクト 　12/1 　9090
1 月から変わる夢ネットの番組編成 　12/11 　9100
12 月議会定例会　一般質問 　12/21 　9110
町長年頭のあいさつ 　1/1 　9120
温泉総合支所業務開始！ 　1/11 　9130
所得税と住民税が変わります 　1/21 　9140
ごみも貴重な資源！ 　2/1 　9150
まちづくりアイデアはがき 　2/11 　9160
住基カードを作ろう！ 　2/21 　9170
ご利用下さい！出前講座 №１ 　3/1 　9180
議会定例会 一般質問 　3/11 　9190
ご利用下さい！出前講座 № 2 　3/21 　9200
ふるさとおんせん会　会員募集！ 　4/1 　9210
新温泉町総合計画 基本構想（前編） 　4/11 　9220
新温泉町総合計画 基本構想（後編） 　4/21 　9230
上山高原エコミュージアム 会員募集！ 　5/1 　9240
平成 19 年度 区長・町内会長会 　5/21 　9260
B&G 海洋センター事業について 　6/1 　9270
地域包括支援センター業務紹介 　6/11 　9280
6 月議会定例会　一般質問 　6/21 　9290
びん・ガラスの分別を学ぼう！ 　7/1 　9300
但馬牧場公園　夏のイベント案内 　7/11 　9310
なくそう差別　守ろう人権 　7/21 　9320
地デジって何？ 　8/1 　9330
稲が危ない！
- 台風 5 号被害の現場からー 　8/11 　9340

公共施設紹介シリーズ (1)
八田コミュニティセンター 　8/11 　9350 

「姫路菓子博 2008」のご案内 　8/21 　9360
公共施設紹介シリーズ (2) 夢千代館 　9/1 　9370
9 月議会定例会　一般質問 　9/11 　9380
公共施設紹介シリーズ (3)
先人記念館「以命亭」 　9/21 　9390

　ケーブルテレビは、５チャンネルで地域イベン
トや学校行事などの番組を放送しています。平成
１８年１０月から平成１９年９月までの過去１年
間に放送した番組をご紹介します。
※放送日の欄が－になっているものは、５チャン
　ネルで放送せずリクエスト放送のみでご覧いた
　だいている番組です。
　なお番号は、リクエスト番号です。

◆コミュニティ番組放送実績

◆夢ネット情報ＢＯＸ放送実績

ケーブルテレビ事業
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広報しんおんせん（10月号）

順位 回数 番組名
1 568  もみじコンサート 2005
2 524  平成 18 年度夢が丘中学校秋季大運動会
3 397  平成 18 年催しのリクエスト番号
4 361  もみじコンサート 2006
5 335  平成 18 年度温泉小学校運動会
6 314  平成 17 年度夢が丘中学校秋季大運動会
7 310  平成 17 年度ゆめっこランドうんどうかい
8 254  平成 17 年度夢が丘中学校卒業証書授与式
9 232  06 夢中文化祭（3 年生発表）

10 226  2006 年度地域に学ぶトライやる・ウィーク
11 218  平成 18 年度ゆめっこランドうんどうかい
11 218  川下大祭
13 190  夢ネット情報 BOX リクエスト番号案内
14 173  06 夢中文化祭（2 年生発表）
15 164  第 13 回但馬 “ 牛まつり ”
16 147  平成 17 年度照来小学校秋季大運動会
17 146  第 12 回但馬 “ 牛まつり ”
18 144  熊谷小学校学習発表会
19 143  第 42 回温泉子ども会球技大会
20 132  第 7 回全日本かくれんぼ大会

リクエスト番組ベスト 20
（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日）
総リクエスト数：7998

◆リクエスト放送とは・・・
　家庭のケーブル電話機を使ってケーブルテレビの
自主放送番組の見たい番組をいつでもリクエストし
てご覧いただけるサービスです。
　右の表は、自主放送番組でリクエストいただいた
回数の多いもの２０番組を紹介しています。
◆リクエストチャンネルの手順
１）リクエストチャンネル番組案内から自分が見た
　　い番組のリクエスト番号を確認してください。
　※ケーブルテレビの５４チャンネルや町のホーム
　　ページでも番組案内がご覧になれます。
２）ケーブル電話機で下記のいずれかの番号をダイ
　　ヤルしてください。
　　６０－１１１１、６０－２２２２、
　　６０－３３３３、６０－４４４４ 
３）ケーブル電話機から流れてくる音声にしたがっ
　　て自分の見たい番組のリクエスト番号をダイヤ
　　ルしてください。 
◆リクエスト番組の消去について
　リクエスト番組は、放送月から１年を経過したも
のから順に消去されます。（なお、一部の番組は引き
続きご覧になれるものもあります。）

ケーブルテレビの自主放送番組を　　　　 
　　　　　　　　　　浜坂地域でもご覧いただけます

　ケーブルテレビで放送している自主放送番組、文字放送
番組を浜坂地域の方にご覧いただくために、番組を録画し
たＤＶＤを役場本庁舎などでご覧いただくことができます。
　身近な話題を集めた番組をぜひ一度ご覧ください。
◆放送場所
　①庁舎１階町民課、健康課のカウンター前
　②浜坂多目的集会施設１階ロビー
　③加藤文太郎記念図書館ＡＶコーナー
　④浜坂病院 1 階ロビー
◆内　容
　①は、文字放送番組のみ
　②は、文字放送番組とコミュニティ番組、
　　夢ネット情報 BOX
　③・④は、コミュニティ番組、
　　夢ネット情報 BOX

◆使用方法
　①について・・・
　　常時放送しています
　②・③・④について・・・
　　利用されます方は、テレビ台にＤＶＤの取扱説明書を
　　備え付けていますので、　説明書に従って操作してくだ
　　さい。
◆その他
　文字放送番組、自主放送番組の情報は、随時更新してい
　ます。

浜坂病院１階ロビー
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デ
ジ
タ
ル
放
送
に
便
乗
し
た 

悪
質
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
「
テ
レ
ビ
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
」
を

装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
総
務
省
や
公
的
機
関

な
ど
と
称
し
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
受
信
の
た
め
の
不
当
な
費
用
請

求
や
勧
誘
、
モ
デ
ル
地
区
の
選
定
に
伴

い
助
成
金
を
受
け
取
る
た
め
の
費
用
を

請
求
す
る
と
い
っ
た
内
容
の
文
章
が
届

い
た
な
ど
の
情
報
が
、
総
務
省
そ
の
他

の
関
係
機
関
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
関
係
機
関
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
の
受
信
の
た
め
の
工
事
の
案

内
を
行
っ
た
り
、
工
事
を
受
け
付
け
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
そ

の
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受

信
に
関
し
て
、
疑
わ
し
い
工
事
の
勧
誘

を
受
け
た
場
合
や
身
に
覚
え
の
な
い
工

事
代
金
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
は
、

す
ぐ
に
支
払
わ
ず
、
警
察
署
、
ま
た
は

役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

H19（2007）.10.11

広報しんおんせん（10月号）

２
０
０
７
年
（
平
成
19
年
） 

11
月
１
日
香
住
局
が
開
局
予
定

　

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

つ
い
て
、
香
住
局
が
２
０
０
７
年
、
浜

坂
局
が
２
０
０
９
（
平
成
21
年
）
～

２
０
１
０
年
（
平
成
22
年
）
に
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

し
た
が
、
い
よ
い
よ
香
住
局
の
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
11
月
１
日
の
開
局
を
目
指
し

て
現
在
試
験
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ご
覧
い
た
だ

く
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
買
い

替
え
や
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
を
買
い
足

す
な
ど
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放

送
は
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23
年
）
７

月
ま
で
並
行
し
て
放
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
す
ぐ
に
今
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
見

ら
れ
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
夢
ネ
ッ
ト
」
は
、
浜
坂

地
域
へ
の
延
伸
と
併
せ
て
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
対
応
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

  浜坂局デジタル放送開始時期
 ＮＨＫ・・・2009 年（先行する中継局のカバー状況により判断）
 民放・・・・2010 年（サンテレビ：検討中
　　　　　　　　　　　　　　毎日放送、朝日放送、関西テレビ、読売テレビ：先行する中継局のカバー状況により判断）

  香住局デジタル放送開始時期
 ＮＨＫ・・・2007 年
 民放・・・・2007 年

デジタル設備整備時期 ＊「地上デジタルビジョン放送開局ロードマップ」による

2010 年2009 年2008 年2007 年

浜坂局

香住局

地上波、
デジタル化
対応状況

ＮＨＫ

民放各局

ＮＨＫ、民放各局

▼
問
い
合
わ
せ　

　

企
画
課
広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
２
０
８
０

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
り
ま
す

地上デジタルチューナー搭載機器ロゴマーク
　地上テレビ放送がデジタル放送に完全移行すると、従来のアナログテレビは、そのま
まではデジタル放送を見ることができません。地上デジタル放送に対
応したテレビや録画機器などが必要となります。現在市販されている
テレビや録画機器などで、地上デジタル放送に対応しているかどうか
を見分けるには、このマークを目印にしてください。機能、特徴がい
ろいろありますので、詳しくは店頭でお確かめください。

11/1 予定

ケーブルテレビ事業
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広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施

設
候
補
地
選
定
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　

北
但
行
政
事
務
組
合
で
は
、
新
た
な

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
候
補
地
の

選
定
に
つ
い
て
、
住
民
参
画
に
よ
る
施

設
候
補
地
選
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
様
か
ら

本
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
の

で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
人
員　

３
人
以
内

▼
応
募
資
格　

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

H19（2007）.10.11

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
候
補
地
は

　

「
選
定
委
員
会
方
式
」
で
選
定
し
ま
す

町政のうごきから

広報しんおんせん（10月号）

　

◇
豊
岡
市
、
香
美
町
ま
た
は
新
温
泉

　

町
に
在
住
す
る
方

　

◇
平
成
19
年
10
月
１
日
現
在
で
満
20

　

歳
以
上
の
方

　

◇
ご
み
や
環
境
に
関
心
の
あ
る
方

　

◇
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
委
員
会

　
（
６
回
程
度
）
に
出
席
で
き
る
方

▼
活
動
内
容　

委
員
会
に
出
席
し
、
候

補
地
の
評
価
や
選
定
基
準
の
作
成
、

候
補
地
の
調
査
、
候
補
地
の
評
価
や

選
定
等
に
関
し
て
検
討
し
、
意
見
を

述
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。(

な
お
、

委
員
は
委
員
会
で
知
り
得
た
情
報
の

内
、
個
人
の
利
益
を
害
す
る
も
の
等

は
他
人
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す)

▼
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
検
討
が
終
了

す
る
と
き
ま
で

▼
報
酬
等　

１
回
の
委
員
会
出
席
に
つ

き
４
４
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

(

３
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、

７
６
０
０
円)

▼
応
募
方
法  

所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
作
文(

※)

を
添
付
し
、
北
但
行
政
事
務
組
合
に

持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
文
は「
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
、

広
域
ご
み
汚
泥
処
理
施
設
建
設
の
あ

り
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
８
０
０
字
程

度
と
し
ま
す
。
な
お
、
様
式
は
自
由

で
す
。

▼
募
集
期
限　

10
月
26
日
（
金
）

　

午
後
５
時
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
選
考
結
果　

選
考
会
議
に
よ
り
審

査
、
選
考
を
行
い
、
10
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
決
定
し
、
そ
の
後
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

北
但
行
政
事
務
組
合　

施
設
整
備
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
24
‐
５
５
０
４

　
　

  （
０
７
９
６
）
24
‐
６
６
５
０

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

hokutan@
gaea.ocn.ne.jp

　

豊
岡
市
・
香
美
町
・
新
温
泉
町
お
よ
び
北
但
行
政
事
務
組
合
が
進
め
て
い
る
「
広

域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
候
補
地
」
の
選
定
方
式
に
つ
い
て
は
、
８
月
31
日
に
開
催

し
た
同
組
合
議
員
協
議
会
で｢

直
接
決
定
方
式｣

｢

選
定
委
員
会
方
式｣

｢

公
募
方
式

｣

の
３
方
式
に
つ
い
て
説
明
し
、
議
員
か
ら
意
見
や
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
組
合
は
出
さ
れ
た
意
見
等
を
参
考
に
検
討
を
行
い
、
組
合
構
成
市
町

と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
同
組
合
は
９
月
28
日
に
開
催

さ
れ
た
組
合
臨
時
議
会
で｢
選
定
委
員
会
方
式｣

に
つ
い
て
説
明
し
、
関
係
予
算
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
識
経
験
者
や
市
町
民
等
で
組
織
す
る
選
定
委
員
会
で
収
集
運
搬
効
率

を
基
に
定
め
た
範
囲
の
中
か
ら
、施
設
候
補
地
を
選
定
す
る
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

浜坂地区並型魚礁
設置工事

諸寄 鋼製魚礁　1基
2m角型魚礁　140 個

26,250,000平成 19 年 9 月 6 日～
　平成 20 年 3 月 25 日 株本建設工業㈱

（平成 19年 8月 16日～平成 19年 9月 15日契約分）

FAX
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広報しんおんせん（10月号）

町政のうごきから

整
形
外
科
の
診
察
日
が
増
え
ま
す

　

10
月
16
日
よ
り
従
来
の
火
曜
日
に
加

え
て
水
、
木
曜
日
も
外
来
診
察
を
行
い

ま
す
。受

付
・
診
療
時
間
に
つ
い
て

▼
受
付
時
間
の
原
則
は
、
午
前
８
時
30

分
～
11
時
30
分
で
す
。

※
再
診
は
、
午
前
８
時
か
ら
受
け
付
け

で
き
ま
す
。

▼
診
療
科
に
よ
っ
て
は
、
午
後
の
診
察

も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
の
時
間

ま
で
に
受
け
付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
整
形
外
科

　

毎
週
火
、
水
、
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
～
３
時
）

◇
耳
鼻
咽
喉
科

　

火
、
水
、
木
曜
日

　
　
　
　
　
（
午
後
１
時
30
分
～
４
時
）

※
内
科
、
外
科
及
び
麻
酔
科
で
、
午
後

の
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
電

話
で
確
認
の
う
え
、ご
来
院
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
外
の
受
診
は
、
必
ず
電
話
で
確

認
の
う
え
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

（
注
）
診
察
が
午
後
９
時
ま
で
と
な
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

新
任
医
師
の
紹
介

公
立
浜
坂
病
院

　

　

10
月
よ
り
浜
坂
病
院
の
内
科
に
赴

任
し
ま
し
た
川
西
で
す
。
微
力
で
す

が
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
健
康
を
支

え
る
一
助
と
な
る
べ
く
尽
力
し
て
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設
さ
さ
ゆ
り

　

微
力
で
す
が
新
温
泉
町
民
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
頑
張
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

公
立
浜
坂
病
院
の
診
療
体
制
の
ご
案
内

診療科 月 火 水 木 金

内
科

一診
午前

川西康太郎 吉松　茂 松岡　学 川西康太郎 吉松　茂

二診
( 予約 ) 松岡　学 松岡　学 吉松　茂 松岡　学 川西康太郎

胃腸科　 午前 外科外来での診察となります

外　科　  午前 古澤康之   古澤康之 古澤康之 古澤康之  古澤康之  

整形外科
午前 山本勝彦 植田信也

※ 10 月 17 日より
植田信也

※ 10 月 18 日より

午後 山本勝彦 植田信也
※ 10 月 17 日より

植田信也
※ 10 月 18 日より

小児科 休　診

耳鼻咽喉科
午前 － 兵庫医大

応援医師
兵庫医大
応援医師

兵庫医大
応援医師

兵庫医大
応援医師

午後 － 兵庫医大
応援医師

兵庫医大
応援医師

兵庫医大
応援医師 －

眼　科 休　診

麻酔科
（ ペ イ ン ク

リニック）

午前 － 西垣秀一 西垣秀一 西垣秀一 西垣秀一

午後 － 予約診 予約診 予約診 予約診

　（注）医師の都合により変更となる場合があります。ご了承ください。

内科診療支援医師
川西　康太郎

施設長
浅田　正博
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肺
蘇
生
法
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
最

大
の
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　

町
内
で
は
美
方
広
域
消
防
本
部
の
普

通
救
命
講
習
で
詳
し
く
教
え
て
も
ら
え

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
積
極
的
に
動

け
る
よ
う
に
ぜ
ひ
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

　

講
習
の
内
容
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
だ

け
で
な
く
、
応
急
手
当
の
仕
方
か
ら
、

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
な
ど
、
実

際
に
急
病
人
が
発
生
し
た
と
き
に
大
変

役
立
つ
内
容
で
す
。
10
名
以
内
に
指
導

者
１
名
が
付
き
、
実
技
中
心
に
約
３
時

間
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

費
用
は
無
料
で
す
。

万
能
で
は
な
い
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
全
て
の
心
臓
突
然
死
に
有

効
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
臓
の

筋
肉
が
ば
ら
ば
ら
な
動
き
を
し
て
い
る

状
態
を
正
常
に
戻
す
機
器
で
あ
り
、
止

ま
っ
て
し
ま
っ
た
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
て
動
か
す
機
器
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
従
来
の
心
肺
蘇
生

法
の
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

と
人
工
呼
吸
と
の
併
用
が
大
切
で
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
あ
く
ま
で
も
以
下
の
心
肺

蘇
生
法
の
流
れ
の
中
の
１
つ
な
の
で
す
。

①
反
応
の
確
認 

②
助
け
を
呼
ぶ―

１
１
９
番
通
報
と

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配

③
気
道
の
確
保 

Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
な
に
？

　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
臓
の
筋
肉
が
け
い
れ
ん
等
を

起
こ
し
、血
液
を
正
常
に
流
す
ポ
ン
プ
機
能
が
失
わ
れ
た
場
合
、心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
、
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

　

以
前
は
医
師
し
か
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
臓
停
止
か
ら
時

間
が
た
つ
ほ
ど
生
存
率
が
下
が
る
た
め
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
す
ぐ
に
使
え
る

よ
う
、
平
成
16
年
７
月
か
ら
は
誰
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

④
呼
吸
の
確
認―

人
工
呼
吸 

⑤
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ 

）

⑥
心
肺
蘇
生
法
の
実
施
（
胸
骨
圧
迫
と

人
工
呼
吸
の
組
み
合
わ
せ
を
継
続
）

⑦
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
到
着―

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

⑧
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
い

心
肺
蘇
生
法
継
続

⑨
救
急
車
到
着 

救
命
講
習
を
受
け
よ
う
！

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
電
源
を
入
れ
る
と
ど
の
よ

う
な
操
作
を
す
べ
き
か
を
音
声
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
教
え
て
く
れ
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
時
に
限
っ
て

指
示
を
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
医

療
機
器
で
す
。
素
晴
ら
し
い
機
器
で
す

が
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
適
切
な
心

広報しんおんせん（10月号）

救
命
講
習
を
申
し
込
む

に
は
？

　

地
区
単
位
、
事
業
所
単
位
等
な
ど
、

５
～
20
名
程
度
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
町
内
で
火
災
が
発
生
し
た

り
、
救
急
出
動
が
多
数
発
生
し
た
り
し

た
場
合
に
は
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先　

　

美
方
広
域
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
１
９

増
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所

　

町
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
19
年
９
月
21
日
現
在　

緊
急
貸

し
出
し
可
能
な
も
の
に
限
る
）

熱心に普通救命講習を受ける消防団員

温泉総合支所に
設置されたＡＥＤ
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緊急時にＡＥＤが借りられる施設 ( 平成 19 年 9 月 21 日現在 )

施　　設　　名 所在地 電話番号
借用可能

な時間 定休日 設置場所等

 新温泉町役場
浜坂
2673-1 82-3111

  8：30 ～
17：30

 土日祝日 
 年末年始

戸籍受付窓口横の壁面

 浜坂温泉保養荘 浜坂
775

82-3645   6：00 ～
22：30

 不定休 
 （3.6.12 月 ) フロント

 新温泉土木事務所 芦屋
522-4

82-3141   8：45 ～
17：45

 土日祝日 
 年末年始

玄関（２階）入って左へ。ホール窓
側の一番奥。

 浜坂高等学校 芦屋
853-2 82-3174   8：00 ～

17：00
 土日祝日 
 年末年始 玄関・保健室前・体育館（計 3 台設置）

 新温泉健康福祉事務所 三谷
389-1 82-3161

  9：00 ～
17：30

 土日祝日 
 年末年始 玄関入って右側の事務室内

 リフレッシュパーク
 ゆむら

湯
1371

92-2002   8：00 ～
19：00  木曜日 フロント

 温泉総合支所 湯
990-8 92-1131   8：30 ～

17：30
 土日祝日 
 年末年始

玄関入って右側、柱時計の下。土・日
はイベント等へ持ち出すことがあります

 佳泉郷　井づつや 湯
1535

92-1111  24 時間
    ＯＫ

 不定休 フロント

 朝野家 湯
1269

92-1000  24 時間
    ＯＫ

 不定休 フロント事務所

 ゆめ春来 湯
1569-6 99-2211

  6：00 ～
23：00  なし フロント 

左記時間外もインターホンで呼出し可能

 
但馬牧場公園

丹土
1033 92-2641

  8：30 ～
17：15  木曜日 ビジターハウス入って左の受付

　

施
設
に
よ
っ
て
、
貸
し
出
し
可
能
な

曜
日
や
時
間
帯
が
異
な
り
ま
す
。ま
た
、

同
時
に
複
数
の
救
急
事
例
が
発
生
す
る

な
ど
借
り
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
参
考
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
ま
す
と
、

心
臓
に
当
て
る
パ
ッ
ド
や
バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
の
消
耗
部
品
の
交
換
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
原
則

利
用
者（
傷
病
者
）の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
今
回
の
記
事
以
外
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
お
借

り
で
き
る
施
設
等
あ
り
ま
し
た
ら
町

民
課
若
し
く
は
温
泉
総
合
支
所
住
民

福
祉
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
記
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

も
ど
う
ぞ
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課　

消
防
防
災
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

住
民
福
祉
課　

住
民
係　

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）
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成人識別ＩＣカード『taspo（タスポ）』

未
成
年
に
た
ば
こ
を
買
わ
せ
な
い
た
め
に
…

　

未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
強
化
対
策
と

し
て
、
新
温
泉
町
内
で
は
平
成
20
年
６

月
１
日
か
ら
「
成
人
識
別
た
ば
こ
自
動

販
売
機
」
が
稼
動
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
「
成
人
識
別
た
ば
こ
自
動
販
売
機
」

で
は
、
成
人
の
み
に
発
行
さ
れ
る
（
発

行
手
数
料
は
無
料
）
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
ｔ

ａ
ｓ
ｐ
ｏ
（
タ
ス
ポ
）」
が
必
要
に
な

り
ま
す
。「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ（
タ
ス
ポ
）」は
、

　

未
成
年
者
に
よ
る
自
動
販
売
機
か
ら
の
た
ば
こ
購
入
防
止
を
目
的
に
、
２
０
０
８

年
（
平
成
20
年
）
７
月
ま
で
に
全
国
の
た
ば
こ
自
動
販
売
機
は
、「
成
人
識
別
た
ば

こ
自
動
販
売
機
」
に
変
わ
り
ま
す
。

申
込
み
を
さ
れ
る
方
が
成
人
で
あ
る
こ

と
を
し
っ
か
り
と
確
認
、
審
査
し
た
上

で
発
行
さ
れ
、
た
ば
こ
購
入
の
際
、
自

販
機
に
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
で
成
人
識
別

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
「
ｔ
ａ
ｓ
ｐ
ｏ
（
タ
ス
ポ
）」

に
は
電
子
マ
ネ
ー
機
能
も
搭
載
さ
れ
て

お
り
、厳
格
な
成
人
識
別
は
も
ち
ろ
ん
、

利
用
者
の
利
便
性
も
損
な
い
ま
せ
ん
。

　

カ
ー
ド
の
申
し
込
み
は
平
成
20
年
２

月
か
ら
で
、
店
頭
に
備
え
付
け
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
身
分
証
明
書

を
添
え
て
日
本
た
ば
こ
協
会
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

未
成
年
の
喫
煙
防
止
の
た
め
、
こ
の

取
組
み
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

日
本
た
ば
こ
協
会

　

℡
（
03
）
５
４
０
８
‐
１
４
５
２

　

豊
岡
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
４
４
４

町
た
ば
こ
税
と
は
？

▼
町
た
ば
こ
税
の
課
税
・
徴
収
方
法
は
？

　

た
ば
こ
の
製
造
、
卸
売
り
業
者
が
、

新
温
泉
町
内
の
た
ば
こ
小
売
店
に
売
り

渡
し
た
た
ば
こ
の
本
数
を
町
に
申
告

し
、
そ
の
本
数
に
対
し
て
課
税
・
徴
収

し
ま
す
。（
平
成
18
年
度
町
た
ば
こ
税

約
９
２
０
０
万
円
は
、
町
づ
く
り
の
貴

重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
）

▼
た
ば
こ
の
価
格
の
構
成
は
？	

一
般
的
な
た
ば
こ
１
箱
中
の
構
成

　

小
売
価
格
３
０
０
円
（
20
本
入
）
の
場
合

・
消
費
税　

14
．
29
円　
　
（
約
１
本
）

・
た
ば
こ
特
別
税　

16
．40
円（
約
１
本
）

・
た
ば
こ
税　

71
．
04
円　
（
約
５
本
）

・
町
た
ば
こ
税　

65
．
96
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
約
４
．
５
本
）

・
県
た
ば
こ
税　

21
．
48
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
約
１
．
５
本
）

・
税
抜
き
価
格
分　

１
１
０
．
83
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
約
７
本
）

　

町
た
ば
こ
税
と
は
、
た
ば
こ
の
消
費
に
対
し
か
か
る
税
金
で
す
。
町
内
で
購
入
し

た
場
合
は
町
の
税
収
と
な
り
ま
す
が
、
町
外
で
購
入
し
て
も
町
の
税
収
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
出
か
け
る
際
は
町
内
で
購
入
し
て
か
ら
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

▼
税
率
は
？

た
ば
こ
１
０
０
０
本
に
対
す
る
税
額

▼
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

住
民
税
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
３　

区分 製造たばこ 旧３級品たばこ
 国たばこ税 ３，５５２円 １，６８６円
 国たばこ特別税 ８２０円 ３８９円
 国税計 ４，３７２円 ２，０７５円
 県たばこ税 １，０７４円 ５１１円
 町たばこ税 ３，２９８円 １，５６４円
 地方税計 ４，３７２円 ２，０７５円
 たばこ税計 ８，７４４円 ４，１５０円
※旧３級品とは、専売納付金制度下で３級品とされていた
“ わかば ” 等６銘柄の紙巻たばこです。
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広報しんおんせん（10月号）

宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
に
金
田
郁
子
さ
ん
（
神
戸
市
）

　

本
年
の
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大

臣
賞
に
は
、
金
田
郁
子
さ
ん
（
神
戸

市
）
の
作
品
「
命
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
本
年
か
ら
新
た
に
奎
星
賞
を
新
設

し
作
品
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各

地
か
ら
一
般
の
部
１
１
１
４
点
、
学
生

の
部
４
２
０
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

住
民
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と

行
政
と
住
民
が
「
感
動
」
を
共
有
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
願
い
を

込
め
、「
命
」「
遥
」「
生
」
を
規
定
課

題
と
し
て
い
た
も
の
で
す
。
審
査
は
、

宇
野
雪
村
先
生
が
二
代
目
会
長
を
努
め

　

郷
土
の
先
人
で
書
家
の
宇
野
雪
村
先
生
の
遺
徳
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
書
道

の
普
及
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
、
第
８
回
「
宇
野
雪
村
賞
」
全
国
書
道
展

の
審
査
会
を
９
月
23
日
（
日
）、
24
日
（
月
）
に
新
温
泉
町
内
で
開
催
し
、
入
賞

作
品
を
決
定
し
ま
し
た
。

た
奎
星
会
の
現
名
誉
会
長
で
あ
る
稲
村

雲
洞
先
生
を
は
じ
め
、
同
会
の
役
員
４

人
が
行
い
ま
し
た
。

　

大
賞
を
受
賞
し
た
金
田
郁
子
さ
ん
の

作
品
に
対
し
て
、
審
査
員
の
岸
本
太
郎

先
生
は
「
心
技
と
と
も
に
書
の
美
を
追

求
し
、
生
き
生
き
と
し
て
、
見
る
人
に

感
動
を
与
え
る
書
作
品
で
あ
る
」
と
評

価
し
ま
し
た
。

　

特
別
賞
、
入
賞
作
品
は
、
浜
坂
会
場
、

東
京
会
場
に
て
展
示
し
ま
す
。

【
浜
坂
会
場
】

▼
と
き　

10
月
28
日
（
日
）

　

～
11
月
７
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

【
東
京
会
場
】

▼
と
き　

平
成
20
年
３
月
７
日
（
金
）

　

～
３
月
12
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

東
京
都
美
術
館

※
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
以

　

外
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

一
般
の
部

★
奎
星
賞

山
﨑
光
園（
富
山
県
）、山
野
辺
観
月（
東

京
都
）、
脇
寿
子
（
広
島
県
）

★
兵
庫
県
教
育
長
賞

石
井
窓
月
（
神
戸
市
）、斎
藤
桂
夏
（
群

馬
県
）、
小
川
澄
江
（
西
宮
市
）

★
新
温
泉
町
長
賞

土
屋
渉
太
（
岡
山
県
）、冨
依
綾
子
（
三

木
市
）、
松
下
凌
風
（
東
京
都
）

★
新
温
泉
町
教
育
長
賞

島
本
郁
子
（
神
戸
市
）、川
口
澄
子
（
東

京
都
）、
甲
山
美
智
子
（
小
野
市
）

★
新
温
泉
町
議
会
議
長
賞

中
島
富
子
（
島
根
県
）、渡
辺
良
一
（
新

潟
県
）、
前
田
真
希
（
三
木
市
）

★
奎
星
会
会
長
賞

川
崎
梨
萌
（
新
潟
県
）、岸
本
翼
幸
（
小

野
市
）、
糸
井
綾
（
神
戸
市
）

学
生
の
部

★
奎
星
賞

加
藤
早
織
（
東
京
都
）、金
堀
幸
奈
（
北

海
道
）、
江
田
彩
華
（
広
島
県
）

★
新
温
泉
町
長
賞

青
木
敦
（
西
宮
市
）、
中
川
和
也
（
福

井
県
）、
田
中
彰
（
神
戸
市
）

★
新
温
泉
町
教
育
長
賞　

和
田
将
輝
（
北
海
道
）、清
水
美
希
（
神

戸
市
）、井
上
祐
貴
子
（
伊
丹
市
）、富
ヶ

原
桜
子
（
福
岡
県
）、
石
田
美
貴
（
神

戸
市
）

―

問
い
合
わ
せ―

   

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

   

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞した
金田郁子さんの作品『命』
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第
２
回
Ｓ
ｐ
ａ
！  

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音
楽
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
７
を
開
催
し
ま
す

　

日
本
を
代
表
す
る
超
一
流
ド
ラ
マ
ー
「
猪
俣
猛
氏
」
に
よ
る
、
新
温
泉
町
で
の
第

２
回
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
日
本
に
お
け
る
揚
琴
（
よ
う
き

ん
：
ア
ジ
ア
大
陸
に
伝
わ
る
民
族
楽
器
）
の
第
一
人
者
「
金
亜
軍
（
き
ん
あ
ぐ
ん
）
氏
」

を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
ま
す
。

　

こ
の
音
楽
祭
は
、
町
民
に
超
一
流
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
演
奏
に
触
れ
る
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
音
楽
に
よ
る
感
動
を

味
わ
い
、
本
町
の
音
楽
レ
ベ
ル
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
立
浜
坂
中
学
校
・
夢
が
丘

中
学
校
、
県
立
浜
坂
高
等
学
校
の
吹
奏

楽
部
員
を
中
心
に
、子
ど
も
た
ち
が「
猪

俣
猛
氏
」
と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
持
つ
こ

と
で
、
技
術
だ
け
で
な
く
、
志
気
の
向

上
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
音
楽
を
通
じ

た
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
さ
ら
に

は
ま
ち
お
こ
し
へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
27
日
（
土
）　

　

午
後
６
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル（
新
温
泉
町
湯
）

▼
チ
ケ
ッ
ト　

一
般
２
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
３
０
０
０
円
）

　

小
人
（
小
・
中
・
高
）
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
当
日
１
３
０
０
円
）

■
猪
俣
猛
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
＋
金
亜
軍

【
演
奏
曲
目
】
…
予
定

○
ス
イ
ン
グ
し
な
き
ゃ
意
味
が
な
い

○As tim
e goes by

○Lover com
e back to m

e　

な
ど

▼
主
催　

Ｓ
ｐ
ａ
！  

Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音

楽
祭
実
行
委
員
会

▼
後
援　

新
温
泉
町
・
新
温
泉
町
教
育

委
員
会

Ｓ
ｐ
ａ
！
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ
音
楽
祭 

ス
ク
ー
ル
事
業

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
町
内
の
中
学

校
・
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
員
を
対
象
と

し
た
ス
ク
ー
ル
事
業
を
今
年
も
開
催
し

ま
す
。
昨
年
は
「
猪
俣
猛
氏
」
の
熱
心

な
指
導
に
よ
り
、
１
時
間
程
度
の
指
導

で
見
違
え
る
よ
う
な
自
信
に
あ
ふ
れ
た

演
奏
と
な
り
、
三
校
の
吹
奏
楽
部
員
約

１
０
０
人
に
よ
る
合
同
演
奏
は
迫
力
あ

る
サ
ウ
ン
ド
を
響
か
せ
ま
し
た
。

▼
と
き　

10
月
27
日
（
土
）

　

午
後
1
時
～

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル（
新
温
泉
町
湯
）

▼
参
加
費
・
見
学
料　

無
料

　

今
年
も
各
学
校
の
吹
奏
楽
部
か
ら
猪

俣
さ
ん
に
、
次
の
よ
う
な
エ
ー
ル
が
送

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
浜
坂
中
学
校
３
年　

株
本
美
香

　

ジ
ャ
ズ
と
い
え
ば
、
普
段
私
た
ち
が

や
っ
て
い
る
表
打
ち
を
ひ
っ
く
り
返
す

こ
と
だ
か
ら
、
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
ん
で
演

奏
す
る
の
に
、
け
っ
こ
う
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
ジ
ャ
ズ
専

門
の
講
師
が
い
な
い
の
で
、
猪
俣
先
生

に
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
も
ら
い
、
改
め
て

「
ジ
ャ
ズ
っ
て
こ
ん
な
感
じ
な
ん
だ
ぁ
」

と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
で
し
た
。
そ

し
て
ジ
ャ
ズ
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
い
も

の
な
ん
だ
と
、
実
感
し
ま
し
た
。
私
た

ち
は
昨
年
、
猪
俣
先
生
の
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
る
ま
で
は
何
気
な
く
吹
い
て
い
た

ジ
ャ
ズ
が
、
今
に
な
っ
て
い
い
経
験
に

な
り
、
楽
し
く
吹
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

昨
年
よ
り
も
、
さ
ら
に
み
ん
な
が

も
っ
と
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
め
た
ら
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
猪
俣
先

生
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
、

さ
ら
な
る
演
奏
の
向
上
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

猪俣　猛　氏

昨年のスクール事業の様子
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○
夢
が
丘
中
学
校
３
年　

正
田
早
代
理

　

昨
年
、
猪
俣
先
生
が
レ
ッ
ス
ン
に
来

て
い
た
だ
い
た
時
、
私
た
ち
と
一
緒
に

「
世
界
に
一
つ
だ
け
の
花
」
を
演
奏
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
の
ド
ラ
ム
の
お
陰
で
、
今
ま
で

の
曲
と
は
、
全
然
ち
が
う
音
楽
に
な
っ

た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

音
は
初
め
て
私
の
心
臓
に
響
い
て
き

て
、
す
ご
い
先
生
が
き
た
ん
だ
、
と
思

い
ま
し
た
。
ま
た
、
い
つ
も
な
ら
ゆ
れ

な
い
床
が
ジ
ン
ジ
ン
震
え
、
い
か
に
猪

俣
先
生
の
ド
ラ
ム
が
他
と
は
違
う
も
の

だ
、と
い
う
こ
と
が
肌
を
通
し
て
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
音
楽
の

楽
し
さ
や
、
音
楽
で
人
を
動
か
せ
る
チ

カ
ラ
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
猪
俣
先
生
の
レ
ッ
ス
ン
を
も

う
一
度
受
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
で
き
、

本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
浜
坂
高
等
学
校
２
年　

森
田
早
紀

　

昨
年
、
猪
俣
先
生
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

参
加
し
「
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
フ
ォ
ー
エ

バ
ー
」「
ア
フ
リ
カ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

「
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」
の
３

曲
を
指
導
し
て
も
ら
い
、
一
緒
に
演
奏

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

打
楽
器
の
演
奏
技
術
か
ら
曲
の
こ
と

や
演
奏
す
る
時
の
心
が
け
な
ど
細
か
い

部
分
も
見
逃
さ
ず
私
た
ち
に
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
自
ら
楽
器
を
た
た
い
て
見

本
を
見
せ
て
も
ら
い
、
あ
ま
り
プ
ロ
の

方
の
演
奏
を
近
く
で
見
た
こ
と
の
な
い

私
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
新
鮮
で
、

自
分
も
こ
ん
な
風
に
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
！
な
ど
大
き
な
目
標
が
で
き
た

一
日
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

猪
俣
先
生
と
の
一
緒
の
演
奏
で
は
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
方
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
間
近
で
迫
力
の
あ
る
音
を
き

き
な
が
ら
一
緒
に
演
奏
で
き
、
と
て
も

楽
し
く
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま
し

た
。
今
回
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
ま
た

新
鮮
な
気
持
ち
で
猪
俣
先
生
の
言
葉
や

演
奏
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
昨
年
よ
り

レ
ベ
ル
の
上
が
っ
た
課
題
が
見
つ
け
ら

れ
る
と
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
猪
俣
先
生
や
中
学
生
の
人
達
と
一

緒
に
演
奏
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
、
楽
し
い
空
間
や
思
い
出
が
作
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｓ
ｐ
ａ
！
Ｄ
ｒ
ｅ
ａ
ｍ

　

音
楽
祭
実
行
委
員
会（
役
場
企
画
課
内
）

　

℡（
０
７
９
６
）82
‐
３
１
１
１(

代)

～
見
直
そ
う　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し　

わ
が
家
の
暮
ら
し
～

　

み
ん
な
で
取
り
組
も
う
！
省
エ
ネ
実
行

▼
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

　

地
球
温
暖
化
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
に
は
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な
ど
の
温
室

効
果
ガ
ス
の
発
生
を
抑
え
る
生
活
を
す
る
こ
と
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ム
ダ
使
い
は

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家
計
も
助
か
る
エ
コ
ラ
イ
フ
で

二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
工
夫
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

不要なアイドリングを
しない

就寝中は、テレビ・ラジ
オを消す

エアコンの温度設定は、
過度にしない

暖房器具を１日中
つけっぱなしにしない

台所の給湯器の湯は
ぬるくして使う

お湯は、水からではなく
給湯器の湯から沸かす

お風呂は沸かしすぎない
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加藤文太郎
記念図書館

「10月のおすすめの本」
ご案内

幸せさがし
鎌田　實著／朝日新聞社

夫婦ががんになってしまったお蕎麦屋
さん。左手しか使えなくなったピアニ
スト。生命保険会社の日本一のすご腕
営業マンなどの生き方から、幸せにな
るヒントを見つけました。鎌田流 “ 幸せ
の探し方 9 カ条 ” を教えます。

赤ちゃんから遊べるわらべうたあそび５５
　久津摩英子編著／チャイルド本社

誰もが一度は遊び、歌ったことのある「わ
らべうた」は、子どもと大人、子どもと
子どもの心をつなぐ遊びうた。「だるまさ
ん　だるまさん」など、懐かしいわらべ
うた 55 曲を収録。0 ～ 5 歳児まで年齢
に合わせた遊び方をわかりやすく紹介。

うさぎパン
　瀧羽　麻子著／メディアファクトリー

高校生になった優子は、学校生活の中
でパン好きが高じて仲良くなった富田
君など、いろんな人たちと出会う。彼
女をとりまく人たちの中で、恋につい
て、家族について考え、少しずつ成長
していく彼女の日常を描く物語。

いのしし
前川　貴行写真・文／アリス館

野生動物の世界をテーマに撮影に取り
組んでいる著者が、短い脚で豪快に山々
を駆け巡る “ いのしし ” の生態を迫力あ
る写真で紹介。私たちの知らない “ いの
しし ” の世界。

ぼくがラーメンたべてるとき
長谷川義史作 ・絵／教育画劇

今、ぼくがラーメンたべてるとき、と
なりでミケがあくびした。となりでミ
ケがあくびしたとき、となりのみっちゃ
んがチャンネルを変えた…。同じ地球
上で、同じ時間に、いろんなことが起
こっている。この今を少しのことばと
絵で見せてくれる楽しい絵本。

  

おはなし会　　 　　        　      
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『うさぎのダンス』他
◆と 　き　10月27日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『へびのクリクター』他
◆と 　き　11月10日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      
10 月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

は休館日

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（10月号） 16

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30
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個人住民税の納税について
　個人住民税は、個人の県民税と市町民税をあわせて市町が課税し、徴収する税です。市町から送付さ
れる納税通知書により、原則として年４回に分けて納めていただきます。
　第３期分の納期限は、10 月 31 日（水）ですので、最寄りの銀行等の金融機関・郵便局で納めましょう。

役立っています、あなたの税金

兵庫県・新温泉町

年
末
調
整
や
確
定
申
告
手
続
き
に
は
・
・
・

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

等
の
証
明
書
の
添
付
や
提
示
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
は 

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全

額
が
所
得
税
・
町
民
税
等
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
今
年
１

年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み
を
含
む
）

し
た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書

類
の
添
付
等
が
必
要
で
す
。

毎
年
11
月
初
旬
に
送
付

　

生
命
保
険
会
社
等
が
発
行
す
る
控
除

証
明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
社
会
保
険

庁
か
ら
毎
年
11
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま

す
。
証
明
内
容
は
本
年
１
月
か
ら
10
月

１
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保

険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ

る
場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。
納
付
忘

れ
等
が
あ
る
場
合
も
、
年
内
に
納
付
す

れ
ば
、
今
年
分
の
控
除
と
し
て
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
10
月
２
日
以
降
に
本
年

初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い

て
は
、
翌
年
２
月
初
旬
に
同
様
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
、
結
果

と
し
て
、
平
成
19
年
中
に
国
民
年
金
の

保
険
料
を
納
付
し
た
方
の
全
員
に
こ
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領
収
書

を
添
付
等
し
て
下
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
は
世
帯

で
連
帯
し
て
納
付

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
被
保
険
者
本

人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
世
帯
の
世
帯
主

及
び
配
偶
者
も
連
帯
し
て
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、
そ
の
納

付
額
全
額
が
納
付
し
た
方
の
所
得
税
等

の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の

よ
う
な
場
合
は
、
年
末
調
整
等
の
手
続

き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会
保
険
料
の
額

と
合
算
し
て
申
告
し
て
下
さ
い
。
こ
の

場
合
は
、
ご
家
族
分
の
証
明
書
も
申
告

す
る
方
の
申
告
書
に
添
付
等
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
３
１
９
６
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 19 年 9 月 20 日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180 ～ 215

ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270 ～ 465

株本建設工業㈱ 建築技術者 不問 165 ～ 273土木技術者
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180 ～ 300

㈲ラッキー美容院 美 容 技 術 一 般、
アシスタント等 40 以下 140 ～ 250

㈱マルワ渡辺水産
水産加工員 18 ～ 35 145 ～ 170
水産加工
工場管理者 18 ～ 50 180 ～ 200
運転手 不問 200 ～ 300

㈱マルワ水産運輸 事務員 26 ～ 35 150 ～ 200
㈱隆栄水産 販売管理 不問 200 ～ 270

事務 不問 145 ～ 200
守山石油㈱ 給油販売員 20 ～ 40 130 ～ 140

㈱田中工業所 土木施工管理技士 50 以下 185 ～ 230
浄化槽管理士見習 35 以下 150

㈲松本電気商会 電気設備工事 45 以下 170 ～ 260
オザキ住建㈱ 営業 25 ～ 35 238
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 160 ～ 195
浜美屋食品㈱ ルート営業 40 以下 165 ～ 245
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 20 ～ 35 115 ～ 140
青垣デベロップ㈱ 大型ダンプ

運転手 不問 220

㈲ＯＮＥ 携帯電話
販売員 30 以下 130 ～ 200

㈲山米鮮魚 ホームページ作成 20 ～ 35 130 ～ 180
㈱第一食品 調理師 不問 175 ～ 230
㈲福田建機 整備士 35 以下 155
フジコン食品㈱ 計量・包装

作業員 不問 143 ～ 156

丸瀬興業 土木作業員 不問 180 ～ 270
㈲山本工務店 型枠大工見習 不問 138 ～ 184
たじま農業協同組合 支店窓口業務 40 以下 129

（温泉地域）
㈱朝野家 販売係 18 ～ 40 140 ～ 150

㈱みよしや旅館 客室係 不問 205 ～ 245

㈱御やどゆもと
客室係 不問 198
フロント係 25 ～ 35 150 ～ 200

㈱井筒屋
客室係

不問
231 ～ 256

フロント係 147 ～ 188
調理係 147 ～ 228

湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124

㈱山根工務店 建築設計、
施工管理 25 ～ 35 230 ～ 300

㈱ワークステーション 客室係 不問 158 ～ 228
㈲八田屋 客室係 不問 188 ～ 226

㈱寿荘 フロント 不問 130 ～ 230
配膳係 180 ～ 250

医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182 ～ 207

㈲山陰住設工業 営業員 不問 150 ～ 250

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700 ～ 850
サイバーワールド 調理補助及び接客 不問 700 ～ 900
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800 ～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700 ～ 1,000

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400 ～ 2,500

㈱マル海渡辺水産 販売店員 不問 750 ～ 1,000フロアースタッフ
千原縫製 縫製工 30 ～ 45 683

㈱隆栄水産

ウ エ ー タ ー、
ウエートレス 19 ～ 50 750 ～ 950
販売補助

不問 800 ～ 900一般事務
山陰道路㈱ ホール係 不問 700 ～ 800
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 900 ～ 1,200
たじま農業協同組合 訪問介護員 60 以下 790 ～ 2,180
㈲山米鮮魚 事務 35 以下 750 ～ 850
㈱山陽フードサービス 調理員 20 ～ 60 750 ～ 800

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

配膳係

不問

800
布団敷き 800
朝食係 850 ～ 900
料飲係 950 ～ 1,100
客室係 1,300

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200 ～ 1,300

㈱寿荘
客室係

不問
800 ～ 1,500

洗浄係 800 ～ 1,200

㈱とみや旅館
客室係

不問
1,000 ～ 1,300

配膳、洗浄係 750 ～ 800
㈲八田屋 客室係 不問 800 ～ 1,000

㈱西沢製作所
溶接工 不問 700
機械設計 40 以下 1,000

湯村クリーンサービス 美装業務 20 ～ 55 800 ～ 850
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 1,200 ～ 1,400

㈱ナカケー レジ・接客業務 不問 800 ～ 950
㈲兵庫ライフサービス 厨房スタッフ 不問 770

広報しんおんせん（10月号）
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
21―

　

最
近
の
農
業
施
策
等
に
つ
い
て

　

世
界
の
穀
物
需
給
は
人
口
増
加
、
耕

地
面
積
や
単
収
の
伸
び
悩
み
、
開
発
途

上
国
の
経
済
発
展
等
に
伴
い
、
消
費
量

が
生
産
量
を
上
回
る
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
燃
料
用
の
エ

タ
ノ
ー
ル
な
ど
の
食
用
以
外
の
穀
物
需

要
の
増
加
や
、
天
候
不
順
等
も
加
わ
っ

て
、
穀
物
、
大
豆
の
国
際
価
格
は
上
昇

傾
向
に
あ
り
、
世
界
に
お
け
る
食
糧
需

給
の
逼
迫
が
憂
慮
さ
れ
、
わ
が
国
の
食

糧
需
給
に
も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
は

確
実
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
で
は
、
こ
の
秋
を
め
ど

に
農
地
政
策
の
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
農
地
は

食
糧
供
給
と
国
土
、
環
境
保
全
の
基
盤

で
あ
り
、
農
民
の
手
に
よ
り
維
持
管
理

さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
公
共
性
の
高

い
、
そ
し
て
か
け
が
え
の
な
い
限
ら
れ

た
貴
重
な
資
源
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
基
本
理

念
を
明
確
に
し
て
所
有
者
、
利
用
者
は

も
ち
ろ
ん
国
民
全
体
の
共
通
認
識
と
し

て
、
再
構
築
す
る
こ
と
が
改
め
て
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
以
下
農
業
関
係
用
語
を
い

く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
と
ば
の
こ
ば
こ
」

◆
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル　
　
　
　
　
　

　

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
一
例
で
、
植
物

か
ら
生
産
さ
れ
、
輸
送
用
燃
料
と
し
て

使
用
で
き
る
エ
タ
ノ
ー
ル
。
糖
質
（
サ

ト
ウ
キ
ビ
、
テ
ン
サ
イ
）
等
に
加
え
て

新
技
術
開
発
に
よ
り
木
材
・
稲
ワ
ラ
等

か
ら
も
燃
料
化
で
き
る
。

◆
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）

　

ガ
ッ
ト
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
関
税
と
貿
易
に

関
す
る
一
般
協
定
）
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・

ラ
ウ
ン
ド
合
意
を
受
け
、
１
９
９
５
年

１
月
に
移
行
し
発
足
し
た
国
際
機
関
。

本
部
は
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
。
貿
易

障
壁
の
除
去
に
よ
る
自
由
貿
易
の
推
進

を
目
的
と
し
、
多
角
的
貿
易
交
渉
の
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
国
際
貿
易
紛
争

を
処
理
す
る
。

◆
遊
休
農
地　
　
　
　
　
　
　
　

　

耕
作
放
棄
地
や
不
作
付
け
地
等
の
こ

と
。
過
去
1
年
間
以
上
の
間
（
実
質
的

に
は
２
年
以
上
）
不
作
付
け
の
状
態
と

な
っ
て
い
る
農
地
。　
　
　
　
　
　
　

◆
農
業
法
人

　

法
人
形
態
に
よ
っ
て
農
業
を
営
む
法

人
の
総
称
。「
農
事
組
合
法
人
」
と
「
会

社
法
人
」
が
あ
る
。
ま
た
、
農
地
の
権

利
取
得
の
有
無
に
よ
り
「
農
業
生
産
法

人
」
と
「
一
般
農
業
法
人
」
と
に
分
け

ら
れ
る
。

◆
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

　

中
山
間
地
域
等
で
、
農
業
生
産
の
維

持
を
図
り
、
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
農
業
生
産
活
動
に
対
し
て

10
ａ
当
り
2
万
円
な
ど
一
定
の
助
成
を

行
う
制
度
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６
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▼
作
り
方

①
い
か
の
わ
た
を
除
き
、
胴
を
２
㌢
の

輪
切
り
に
、
足
を
２
～
３
本
ず
つ
に

切
り
離
す
。

②
大
根
は
縦
４
つ
割
に
し
て
、
乱
切
り

に
す
る
。

③
鍋
に
大
根
、
だ
し
汁
、
酒
、
砂
糖
を

入
れ
て
強
火
に
か
け
、
煮
立
っ
た
ら

中
火
に
し
、
５
分
く
ら
い
煮
る
。

④
い
か
と
し
ょ
う
油
を
加
え
、
味
が
し

み
る
ま
で
さ
ら
に
煮
る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
い
か
と
大
根
の
煮
物

　

平
成
19
年
度
よ
り
、
農
政
の
大
改
革
と
し
て
導
入
さ
れ
た
「
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
」
を
核
に
、「
米
政
策
改
革
推
進
対
策
」「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

等
」
の
農
政
改
革
３
本
柱
が
、
当
面
３
ヵ
年
を
第
１
期
と
し
て
一
体
に
よ
り
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

◆材料（４人分）
・いか・・・・・・・1 ぱい
・大根・・・・・・・1/2 本
・だし汁・・１と 1/2 カップ
・酒・・・・・・1/4 カップ
・砂糖・・・・・・大さじ 2
・しょう油・・・・大さじ 3
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　その他にも、まつりの食のメインである「但馬ビーフの
ステーキ」のテント前には長蛇の列ができ、用意していた
500 食はあっという間に完売しました。また、新温泉杜
氏の銘酒が勢ぞろいした「日本酒まつり」や「牛のファッ
ションショー」なども行われ、訪れた 15,000 人の来場者
らは但馬牛を五感で楽しみ、一日を満喫していました。

第14回但馬“牛まつり”
　但馬の特産品である但馬牛を広くＰＲする「第 14 回但馬

〝牛まつり〟」を 9 月 23 日（日）、県立但馬牧場公園で開催
しました。
　会場内では、かつて但馬地域でみられた牛車を使った花嫁
行列を再現し、あでやかな花嫁姿が注目を集めていました。
また、但馬牛をイメージした造形物コンテストには、今年は
但馬地域のほか播磨地域から計 7 グループが参加しました。
地域の伝説を紹介する寸劇や、但馬牛の造形物や人の腹に顔
を書いた「腹おどり」のパフォーマンスなどが披露され、観
客の喝さいをあびていました。

ジャンボかぼちゃ祭り
　住民の方が育てたかぼちゃの重さを競う「第16回ジャ
ンボかぼちゃ祭り」の出品審査がリフレッシュパークゆ
むらであり、審査結果が発表されました。
　この祭りは、休耕田の活用と湯村温泉のＰＲを兼ねて
毎年行われているもので、今年も 33 点の出品がありま
した。最も重い「横綱」には、多子の北村千代治さんが
育てた 117.6㌔のかぼちゃが選ばれました。

　9 月 15 日（土）上山高原ふるさと館でＮＰＯ法人上
山高原エコミュージアム主催の「藍の生葉染め教室」が
行われました。
　藍の生葉染めは、本来の藍染めと異なり藍の葉の採集
から染めて乾燥するまで半日ほどで仕上がるもので、気
軽に楽しむことができます。今回の教室には町内の主婦
ら約 10 人が参加し、講師の西川敏雄館長から指導を受
けながら、ハンカチなど思い思いの素材を、藍の青色に
染めて作品を仕上げました。

藍の生葉染め教室

H19（2007）.10.11

広報しんおんせん（10月号）
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　　　　　　　　女みこし「縁海」お披露目式

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（10月号）

新温泉町子牛共進会
　町内の畜産農家が手塩にかけて育てた子牛の出来を競
う「平成 19 年度新温泉町子牛共進会」を 9 月 12 日（水）、
歌長の美方郡農村研修センターで開催しました。
　畜産農家 65 戸から生後 4 ～ 9 ヶ月の牛 108 頭が出
品され、種牛の部一部の最優秀には海上の植田秀作さん
の雌牛「つねふく」が選ばれました。初めての最優秀を
獲得した植田さんは「最優秀をもらえるとは思っていな
かった。うれしい」と喜んでいました。

　9 月 9 日（日）、女みこし「縁海（えんかい）」のお披
露目式がＪＲ浜坂駅周辺で行われました。
　完成したみこしは、高さ 1㍍、長さ 3㍍、重さ約 60
㌔あり、浜坂町商工会が地域のＰＲのために約 100 万
円をかけて製作しました。法被姿の女性８人がみこしを
担ぎ、駅前商店街を 30 分ほど練歩き、道中では多くの
住民から拍手や声援が送られました。今後も様々なイベ
ントなどでみこしを担ぎ、盛り上げていくとのことです。

　「敬老の日」を前にした 9 月 14 日（金）、町内最高齢
者や最高齢夫婦を、馬場町長や中井社会福祉協議会会長
らが訪問し、記念品などを手渡しました。
　今年の最高齢者は諸寄の西川くめさん（103）で、最
高齢夫婦は対田の谷口秀治さん（99）、島枝さん（91）
夫婦でした。谷口さん夫妻宅を訪問した馬場町長は、「こ
れからもおかわりなく元気で過ごしてください」と激励
し、記念品を手渡しました。

長寿祝福事業

　満 100 歳を迎えた明石冨子さん（浜坂）の長寿を祝
福するため、9 月 20 日（木）、馬場町長、太田社会福
祉協議会副会長らが明石さん宅を訪れ、銅版の祝い状、
祝い品などを贈りました。
　馬場町長は「これからも元気ですこやかにお過ごし下
さい」と銅版の祝い状を手渡しました。明石さんは野球
観戦が好きで、よくテレビで阪神の応援をしているそう
です。「好き嫌いをせずに何でも食べること」が長生き
の秘訣だとのことです。

100歳を迎えた明石冨子さん
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I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H19（2007）.10.11

ご
案
内

広報しんおんせん（10月号）

第
３
回
新
温
泉
町
大
盆
栽
展

▼
と
き　

10
月
19
日（
金
）～
24
日（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
の
愛
好
家
の
皆
さ
ん
の

作
品
（
山
野
草
、
松
柏
盆
栽
、
実
物

盆
栽
等
）
約
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

書
と
絵
の
二
人
展 

近
藤
研
秀(

書)

・
田
中
今
子(

絵
画)

　

養
父
市
大
屋
町
在
住
で
書
家
の
近
藤

研
秀
さ
ん
と
、
同
町
在
住
で
画
家
の
田

中
今
子
さ
ん
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
14
日
（
日
）

　

～
10
月
28
日
（
日
）

▼
と
こ
ろ　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

（
書
）
伝
統
的
な
漢
詩
作
品
と
前
衛
書

の
ほ
か
、
生
活
の
中
の
書
と
し
て
身

近
に
飾
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

近
藤
さ
ん
の
作
品

（
絵
画
）
自
然
や
命
の
輝
き
を
テ
ー
マ

に
独
自
の
世
界
を
描
い
た
田
中
さ
ん

の
作
品

▼
展
示
数　

書
と
絵
画
そ
れ
ぞ
れ
約
20

点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
入
場
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
93
‐
０
８
８
８

図
書
館
ま
つ
り

ふ
れ
あ
い
登
山
体
験
参
加
者
募
集

▼
と
き　

10
月
20
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
～

▼
と
こ
ろ　

扇
ノ
山（
標
高
１
３
１
０
ｍ
）

▼
行
程　

図
書
館
→
上
山
高
原
ふ
る
さ

と
館
→
扇
ノ
山
→
図
書
館

▼
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

▼
対
象　

小
学
生
以
上
（
低
学
年
は
保

　

護
者
同
伴
）

▼
募
集
人
員　

25
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
締
切　

10
月
17
日
（
水
）

　

※
雨
天
の
場
合
は
上
山
高
原
ふ
る
さ

と
館
で
草
木
染
め
体
験
と
な
り
ま
す

の
で
、
別
途
参
加
費
が
必
要
で
す

と
し
ょ
か
ん
寄
席

▼
と
き　

10
月
21
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
内
容　

鳥
取
大
学
落
語
研
究
会
に
よ

　

る
「
落
語
」「
大
喜
利
」
な
ど

▼
参
加
料　

無
料

第７回浜坂中学校吹奏楽部 
PURE SOUND CONCERT

　今年８月に行われた兵庫県吹奏楽部コンクール
「兵庫県中学Ｂ部門」で最優秀賞に輝いた、浜坂中

学校吹奏楽部による気迫あふれる演奏をお楽しみく
ださい。

◇と き　11 月４日（日）午後１時 30 分～
　　　　　　　※午後１時開場
◇と こ ろ　浜坂北小学校　味道館
◇入 場 料　無料
◇演奏曲目　青春の輝き、パイレーツオブカリビアン、
　　　　　　台所用品による変奏曲
◇そ の 他　・スリッパ持参にてご来場ください
　　　　　　・車での来場はご遠慮ください

―問い合わせ―
浜坂中学校

℡（０７９６）８２ ‐ １１０４
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文
太
郎
鍋

▼
と
き　

10
月
21
日
（
日
）

　

午
後
３
時
～

▼
と
こ
ろ　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

▼
内
容　

毎
年
大
好
評
の
文
太
郎
が
食

べ
た
と
思
わ
れ
る
鍋
を
ア
レ
ン
ジ
し

た
、
秋
の
味
覚
い
っ
ぱ
い
の
鍋
を
ご

賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。（
無
料
）

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

絵
本
に
親
し
む
会

　

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
絵
本
に

親
し
む
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
26
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

▼
と
こ
ろ　

温
泉
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
す
こ
や
か
～
に
」

▼
内
容　

絵
本
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

浜
坂
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

県
立
浜
坂
高
等
学
校
の
教
育
活
動
の

現
状
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
、「
兵
庫
の
教
育
推
進
月
間
」

に
あ
わ
せ
て
、
浜
坂
高
校
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
１
日（
木
）、２
日（
金
）、

５
日
（
月
）　

　

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

兵
庫
県
立
浜
坂
高
等
学
校

▼
内
容　

芸
術
鑑
賞
（
演
劇　

大
江
山

伝
説
）、
校
舎
内
の
見
学
、
授
業
や

部
活
動
の
参
観

▼
申
込
方
法　

来
校
希
望
者
は
、
事
前

に
日
時
等
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ　

県
立
浜
坂
高
等
学
校

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
７
４

広報しんおんせん（10月号）

H19（2007）.10.11

建
築
職
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で 

補
修
、
修
理
！

　

本
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

お
宅
で
「
建
具
が
閉
ま
り
に
く
く
て

困
っ
て
い
る
」「
棚
や
手
す
り
を
作
っ

て
ほ
し
い
」「
段
差
を
解
消
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
お
困
り
の
こ
と
が
あ
っ
た
ら

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
建
築
職
人
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
補
修
、
修
理
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

11
月
４
日
（
日
）

▼
実
施
主
体　

東
播
建
設
労
働
組
合
但

馬
支
部
浜
坂
分
会
、
同
温
泉
分
会

▼
対
象
者　

本
町
内
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
（
原
則
と
し
て
70
歳
以
上
）

▼
修
繕
費　

無
料

　
（
た
だ
し
、
材
料
費
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
件
数　

浜
坂
地
域
、
温
泉
地
域

各
５
件

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

10
月
24
日
（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
浜
坂
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
０
７
１

　

同　
　
　
　
　
　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

コウノトリ翔る但馬まるごと感動市
　秋深まる神鍋高原に但馬のおいしい食べ物と特
産物が大集合します。
おいしさと楽しさいっぱいの但馬まるごと感動市
へ、家族おそろいでぜひお出かけください。

◇と　き　11 月 10 日（土）、11 日（日）
　　　　　※両日とも午前 10 時～午後４時
◇ところ　県立但馬ドーム（豊岡市日高町）
◇内　容　・但馬牛の丸焼き、解禁されたばかりの
　　　　　　松葉ガニの販売など
　　　　　・「アンパンマン」着ぐるみショーなど
　　　　　・但馬の特産品が当たるビンゴゲーム大会
　　　　　・足湯などの体験コーナー

―問い合わせ―
但馬まるごと感動市実行委員会
℡（０７９６）２６ ‐ ３６８５
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I N F O R M A T I O N
H19（2007）.10.11

広報しんおんせん（10月号）

お
知
ら
せ

浜
坂
温
泉
配
湯
25
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

浜
坂
温
泉
配
湯
25
周
年
を
記
念
し
た

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
20
日
（
土
）
午
後
～

　

21
日
（
日
）
午
前
中
ま
で

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ

▼
主
催　

浜
坂
温
泉
お
宿
組
合

▼
内
容　

活
あ
わ
び
の
海
賊
焼
き
、
浜

坂
温
泉
の
足
湯
、
プ
チ
カ
ニ
ソ
ム
リ

エ
検
定
試
験
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

浜
坂
観
光
協
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
８
０

　

配
湯
25
周
年
を
記
念
し
て
「
温
泉
さ

ん
あ
り
が
と
う
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

と
石
地
蔵
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
、
民
間
療
法
を

含
め
膨
大
な
情
報
が
は
ん
濫
し
、
正
し

い
情
報
の
選
択
が
困
難
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
患
者
及
び
そ
の
家
族

の
悩
み
や
不
安
に
適
格
に
対
応
し
、
電

話
相
談
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
生
活
の
一
層
の
支
援
を

図
る
た
め
ア
レ
ル
ギ
ー
相
談
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す
。

▼
相
談
内
容　

　

・
ア
レ
ル
ギ
ー
専
門
医
、
専
門
医
療

機
関
の
所
在
に
関
す
る
情
報

　

・
薬
や
症
状
、
自
己
管
理
・
日
常
生

活
の
注
意
点
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患

全
般
（
喘
息
、ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
）
に
関
す
る
こ
と

▼
相
談
受
付
時
間　

　

月
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
問
い
合
わ
せ　

　

㈶
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
協
会　

　

℡
（
03
）
３
２
２
２
‐
３
５
０
８

犬
の
初
歩
の
し
つ
け
方
教
室

　

家
庭
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
教
え
る
こ

と
（
し
つ
け
）
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
た
め
に
飼
い
犬
同
伴
の
「
犬
の
初

歩
の
し
つ
け
方
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
９
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
（
養
父
市
八
鹿
町
）

▼
募
集
対
象　

県
内
在
住
で
、
犬
の
登

録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
と
混
合
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
た
生
後
４
カ
月

～
１
才
令
の
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

▼
募
集
人
数　

15
組
程
度

▼
内
容　

　

・
基
本
講
座
「
犬
が
ど
う
や
っ
て
物

事
を
学
ぶ
か
」
を
勉
強
し
ま
し
ょ
う

　

・
実
技
「
初
歩
の
し
つ
け
」
を
身
に

付
け
ま
し
ょ
う

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
締
切　

11
月
２
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所　

薬
務
・
生
活
衛
生
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
６
６

第
３
回
住
ま
い
の
相
談
会 

の
お
知
ら
せ

　

但
馬
長
寿
の
郷
で
は
高
齢
者
や
障
害

の
あ
る
方
に
限
ら
ず
「
住
む
人
に
合
わ

せ
た
住
宅
改
修
を
す
す
め
、
快
適
で
便

利
な
住
ま
い
づ
く
り
を
実
現
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
た
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

新
築
や
改
築
な
ど
を
含
め
て
「
暮
ら

し
や
す
い
住
ま
い
」
を
お
考
え
の
方
か

ら
の
質
問
や
相
談
を
承
り
ま
す
。
多
数

の
方
々
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

▼
と
き　

11
月
11
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時　

▼
と
こ
ろ　

但
馬
長
寿
の
郷　

す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容　

　

①
手
す
り
の
取
付
位
置

　

②
段
差
の
解
消
方
法

　

③
開
閉
し
や
す
い
ド
ア
へ
の
変
更

　

④
下
水
工
事
に
伴
う
ト
イ
レ
や
浴
室

　

な
ど
の
改
築

　

⑤
住
む
人
に
合
わ
せ
た
新
築
、
増
改

　

築
の
方
法

　

⑥
そ
の
他

▼
相
談
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
長
寿
の
郷　

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー　

　

℡
（
０
７
９
６
）
62
‐
８
４
５
６

浜坂温泉の泉源
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▼
競
技
規
則　
　

①
１
チ
ー
ム　

４
名
（
登
録
８
名
）　

②
リ
ー
グ
戦
（
但
し
、
チ
ー
ム
数
に
よ

り
変
更
あ
り
）
予
選
リ
ー
グ
後
、
決

勝
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
う
。

▼
チ
ー
ム
編
成　

①
一
般
の
部

　
（
中
学
生
以
上
・
混
成
も
可
）

②
一
般
女
子
の
部

　
（
中
学
生
以
上
の
女
性
）

③
ふ
れ
あ
い
の
部

　
（
大
人
と
小
学
生
混
成
チ
ー
ム
。
常

時
２
名
以
上
、
小
学
生
が
試
合
に
出

場
す
る
こ
と
。全
員
小
学
生
で
も
可
）

▼
参
加
料　

　

１
チ
ー
ム
に
つ
き
１
０
０
０
円

　

※
但
し
チ
ー
ム
全
員
が
小
中
学
生
の

　

場
合
は
無
料

▼
募
集
期
限　

10
月
18
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

　

教
育
委
員
会
分
室

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
平
成
19

年
度
秋
募
集
を
実
施
し
ま
す
。体
験
談
・

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
関
心
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限　

11
月
９
日
（
金
）

▼
青
年
海
外
協
力
隊
、
日
系
社
会
青
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
対
象
の
体
験
談
・
説
明　

（
神
戸
会
場
）

◇
と
き　

10
月
14
日
（
日
）

　

午
後
２
時
30
分
～

◇
と
こ
ろ　

Ｈ
Ｄ
Ｃ
神
戸
（
神
戸
市
）

（
鳥
取
会
場
）

◇
と
き　

10
月
20
日
（
土
）

　

午
後
４
時
30
分
～

◇
と
こ
ろ　

鳥
取
県
立
県
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
市
）

▼
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
日

系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

談
・
説
明
会

（
神
戸
会
場
）

◇
と
き　

10
月
14
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～

◇
と
こ
ろ　

Ｈ
Ｄ
Ｃ
神
戸
（
神
戸
市
）

（
鳥
取
会
場
）

◇
と
き　

10
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～

◇
と
こ
ろ　

鳥
取
県
立
県
民
文
化
会
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
市
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構　

　
　
　
　
　

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局

　

℡
（
03
）
５
３
５
２
‐
５
５
７
３

町
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の 

一
部
駐
車
禁
止
の
お
知
ら
せ

　

町
民
セ
ン
タ
ー
（
温
泉
総
合
支
所
）

の
車
庫
兼
倉
庫
建
設
工
事
に
伴
い
、
駐

車
場
の
一
部
を
駐
車
禁
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
駐
車
禁
止
期
間　

　

平
成
19
年
11
月
30
日
（
金
）
ま
で

▼
駐
車
禁
止
区
域　

町
民
セ
ン
タ
ー

　

及
び
夢
ホ
ー
ル
山
側
駐
車
場
一
部

▼
問
い
合
わ
せ　

　

温
泉
総
合
支
所　

振
興
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

「
第
３
回
新
温
泉
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
」
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

１
チ
ー
ム
４
人
１
組
で
、
子
供
か
ら

年
配
の
方
ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
に
爽
や
か
な
汗

を
か
い
て
見
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

10
月
28
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～

▼
と
こ
ろ　

健
康
公
園
体
育
館

▼
対
象　

新
温
泉
町
在
住
も
し
く
は
在

勤
の
人

【
広
告
】

‐
あ
な
た
の
暮
ら
し
を
お
手
伝
い
し
ま
す
‐ 

買
い
物
の
代
行
サ
ー
ビ
ス 

を
始
め
ま
し
た

　

私
ど
も
但
馬
ダ
イ
エ
ー
警
備
保

障
㈲
は
、
新
温
泉
町
に
お
住
ま
い

の
皆
さ
ま
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
お
買
い
物
を
皆
さ
ま
の

代
わ
り
に
行
い
、
ご
自
宅
ま
で
お
届

け
す
る
買
い
物
の
代
行
サ
ー
ビ
ス

を
始
め
ま
す
。
新
温
泉
町
の
お
店

で
購
入
で
き
る
商
品
で
し
た
ら
、
ご

希
望
の
物
を
何
で
も
お
届
け
し
ま

す
。（
代
行
料
１
回
８
０
０
円
～
）

　

そ
の
他
草
刈
り
、
墓
掃
除
、
家

庭
内
の
簡
単
な
雑
用
な
ど
、
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
自
宅
ま
で
お
伺
い
し
、
ご
説
明

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

但
馬
ダ
イ
エ
ー
警
備
保
障
㈲

　

生
活
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

　

但
馬
セ
ン
タ
ー　

担
当　

熊
本

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
２
８
９
６

募　

集




